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大陸棚調査室では，平成2年11月から平成3年1月にかけて，測量船「拓洋jIζより第23回大陸棚調査と

して西マリアナ海盆北端部海峡の調査を実施した。ととでは，乙の調査結果の概要について報告する。

2. 調査概要

調査海域は，北緯 21° 00’から北緯 24° 00’まで，東経137° 30’から東経140° 00’までの範囲である（第

1図参照）。

調査期聞は平成2年11月22日から12月11日及び平成3年1月11日から 1月26日までの40日間である。

調査は主測線を東西方向にとり，測線間隔は6海里間隔とし，船速7～9Knlζ て実施した。交差測線は

北北西～南南東方向iζ数本設けた。また，浅所存在等iζ応じて補側線を設けた（第2図参照）。

調査に際して，船位は複合測位装置 CGPS.NNSS，ロランC等）で全測線を，測深はナローマルチビー

ム測深機（総測線長5,689海里），音波探査はシングノレ音波探査装置（総測線長4,449海里）及び表厨探査装

置（総測線長5,689海里〉，地磁気は海上依カ計PMM-100型（総測線長5,107海里），重力は海上重力計

KSS-30型（総測線長4,898梅里）を使用した。
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3. 調査結果

（海底地形）第3図参照

調査海域は，西マリアナ海盆の北端部lζ位置し，西方IC::は九州 ・ノマラオ海嶺杭東方lζは西マリアナ海盆

が分布している。

調査海域の地形は，地形的な特徴により東部，中央部，西部の 3区域IC分けられる。

東部は，頂部水深3,800 m前後の海山が南北lζ並び，その聞は水深4,400m程度の深海平坦面が広がり幾

つかの海丘が点在する。調査海域のほぼ中央部の北緯 23° 30’東経138° 30’から北緯 21° 30’東経139° 00’ 

付近にかけて4つの北東一南西方向K延びた海山列が並行し，それらの聞には水深5,000 m以深の細長い海

盆が存在する。又，西部ICはほぼ南北の走向を示す比高200m～500 m，長さlOkm～70km，幅 3km～lOkm程

度のマイナーリッジ及びマイナートラフが広く分布する。

区域の西方lζ南北IC速なる九州 ・バラオ海嶺，区成東方IC西7 リアナ海盆が存在し，そえらに挟まれた格

好になっている。

（海底地質梅造図）第4図，第5図参照

調査海域の地質構造図は，音響的基盤層（PvX層）の上位iζ累重する地層の違いによって，東西 2つの区

成Iζ区分される。

当該海域は，西マリアナ海盆の北端部lζ位置し，平坦な海底面の拡がる東部と，ほぼ南北方向の走向の地

形で構成される西部とに区分され，海盆の音響的基盤上iζ累重する地層も両者によって異なっている。

西部では，西7 リアナ海盆の音響的基盤層であるPvXの上位iζ音響的iζ透明なPvII習が累重する。音響的

基盤層であるPvXと上位のPvI層との境界は明確となっている。上位のPvI層は，ほぼ一定の層厚（ 0. 1秒）

で，一部小海僚の斜面が急な所を除き広く分布する事より，遠洋性堆積物から構成されると考えられる。ま

た，海域東部の平坦面ではWmI j冒， WmE層iと漸移する。

東部は，西部と異なり，南北あるいは，北東ー南西方向にのびる平坦面が幾っか分布する。基盤層のPvX

の上位には，平坦面では下位からWmI層， WmE層が累積しており，それ以外の海嶺部では西部同様Pvl

層が堆積しているo Wm  E層は，音響的はほぼ透明で所々に連続する弱し、音響的層理が認められるのみであ

る。本層の層厚は最も厚い所では，層厚は 0.8秒IC達する。下位の蓋盤層のPvX居iζ対しては，アパットし

ている。

Wm  I層は，連続性の良いはっきりとした音響層理からなる岩層を示す。層厚は最大で 0.5秒iζ達する。

（地磁気全磁力臭常）第 6図参照

海域西部は，四国海盆と類似した南北方向のにみられる縞状異常の影響で，周期の短い縞状磁気異常が分

布する。しかし，南下するに従いその特徴は消えてゆく傾向が認められる。

中央部は， i海山IC対応した弱いダイポーJレ異常と西部よりやや強い北西一南東方向iζ伸びている縞状異常

が存在し，その振幅は，正威で50～80nT，負域で－150～－200nTと負の異常地境が大きくなっており，

正負の周期は5(J～印刷程度である。乙れは北東一南西iζ並行した 4つの海山列とは対応していない。

東部は，南北方向に存在する海山列iζ対応した負峨が優勢なダイポール異常がみられるが， 4つの海山列

lζ乱されたのか縞状の異常は存在しない。

（フリーヱア重力異常） 第7図参照

調査海域全般にわたって地形とほぼ対応している。北緯 23° 18’東経139° 12’付近iζ72mGalの正の異常

が存在し，中央部の 4つの海山列も50～70mGal程度の正の異常を持っている。乙れは，西側iζ隣接する九
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州 ・バラオ海嶺上lζ並ぶ同規模の海山列と比較すると，高い重力異常となっている。

130° 140° 150° 

第 1図調査区域
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第 2図航跡図
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第 3図海底地形図
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第4図地質構造図
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西マリアナ淘盆北地部地質断面図
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第5図地質断面図
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西マリアナ海盆北端部地磁気全磁力異常図
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第 6図地磁気全般カ異常図
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西マリアナ海盆北端部重力異常図
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